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増殖糖尿病網膜症(proliferative diabetic retinopathy; PDR)と糖尿病黄斑浮腫
(diabetic macular edema; DME)は重篤な視力障害を来し、視力を脅かす糖尿病網
膜症(vision-threatening DR)と呼ばれている。DMEでは網膜血管と網膜色素上皮





















83 例中 20 例（24.1%）はカットオフ値より高かった。糖尿病患者 209 例を対象
とした多変量ロジスティック回帰分析では抗ヘキソキナーゼ 1 抗体の抗体価は
DME の有無と有意な関連を認め(オッズ比 183.8[95%信頼区間 8.7-3889.9], 
P<0.001)、DMEの独立した予測因子であった。 



















   したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 2年 1月 15日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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